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「大先生の小さな頷き」
藤田  太寅
私はNHKの経済記者を経て解説委員になり、
ジャーナリストとしての人生を送っていた。研
究・教育の世界にはまったく無縁だった。それが
ある時お声がかかって関西学院大学総合政策学部
の教授に迎えられた。自信はなかった。
経済記者としての取材暦を振り返ると、当時の
通産省や大蔵省などの記者クラブに籍を置いて日
米経済摩擦が深刻さを増し、1ドル360円の時代が
終わって変動相場制に移行した時期のことが思い
出される。
当時、問題になったことのひとつは、日本の円
相場が対ドルで大幅に切り上がっても、日本の貿
易黒字が一向に減らないという現実だった。アメ
リカなどからは、円切り上げの幅が小さすぎたの
だなどといった「円、再切り上げ」を要求する議論
も持ち上がっていた。一方、国内の経済界からは
「これ以上の円の切り上げには耐えられない」とい
う悲痛な声が日増しに高まっていった。貿易黒字
はなぜ、減らないのか。為替レートが切り上がれ
ば、国際収支はおのずと調整されるはずではない
のか。
そんな問題意識で有力な経済学者、エコノミス
トを訪ね歩いて取材を続けているうちに耳にした
のが天野明弘という大先生がいて、Jカーブ効果を
データで解析し、実証しているという話しだ。為
替相場が変動しても、その国際収支調整効果が現
れるまでには時間がかかるばかりか、しばらくは
逆向きの動き、つまり円高になっても、為替の国
際収支調整効果が現われてくるのは、しばらく後
になる。その有り様をグラフに書くと、アルファ
ベットのJの字のかたちを描くということを、実証
的に証明した偉い学者がいるということだった。
1999年、関西学院大学総合政策学部に迎えられ
て着任したら、なんと、その天野大先生が学部長
でいらっしゃるではないか。テレビの世界からポ
ンと研究・教育の世界に飛び込んで、もとより自
信はこれっぽっちもない。あとはジャーナリズム
の世界でやってきた原則でいこうとはらを決めた。
それはニュースの原則そのものだ。すなわち、
・something new がなければならない。
・facts をもって語らしめよ。
卒論指導のゼミにも、大教室での講義でも、この
原則で学生たちを指導することにした。
いつだったか、学部で新任教員を紹介する集
まりが開かれた際、スピーチを求められて、こん
な考え方を述べた時、多くの教授、研究者が立ち
並ぶ中にいらした天野先生が、小さく頷いてくだ
さったのが目に入った。
大学の研究・教育の世界に飛び込んで、自信の
ない私にとって、その大先生の小さな頷きがどん
なに助けになったか、私の関西学院大学での教員
生活6年間のはかり知れない、かけがえのない大
きな支えになった。
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